
また、期間中、八軒家 

浜にケータリングカー

によるリバーサイドカ

フェが出現。市役所南側

エリアでは、大阪フード

フェスティバルも開催

されます。この機に中之

島一帯での、近未来の大

阪を考える“社会実験”

に参加しませんか。 

 

 昨年大好評だった水

と光と映像を駆使した

ファンタジックショー

が、今回は大川を舞台に

「ウォーター・ファンタ

ジア」と銘打って開催さ

れます。(右下図③) 

 昼間は音楽に合わせ

て、とってもリズミカル 

な噴水ショーが、夜は幅

30m×高さ 20m の水

幕スクリーンに、大阪を

イメージする特徴的な

映像をはじめ、幻想的な

水と光のショーが繰り

ひろげられます。水都大

阪ならではのプログラ

ムをお楽しみください。 
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ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.city.osaka.lg.jp/yutoritomidori/ 

今月の紙面から 

1 面  「水都にぎわい創出プロジェクト

2010」の開催案内 

2 面 花・みどり･公園レポート 

３面 「グリーンコーディネーター大阪」 

      活動紹介 

4 面 緑化相談・講習会等のお知らせ 

 読売新聞大阪本社と

の共催事業として、市民

活動の発表の場や市民

によるにぎわい企画を

実施し、来場者といっし

ょに水辺の楽しさを実

感できるプログラムを

展開します。(右下図①) 

 さらに、電気自動車・

エコカーフェスタ＆水

辺オープンカフェを開

催し、低炭素社会をリー

ドする電気自動車やハ

イブリッドカーが集結

します。(右下図②) 

今回の水都にぎわい創出プロジェクト2010は、昨年

8月から52日間に渡って開催され、約189万6千人の

来場者を数えた「水都大阪2009」の成果を継承して、

「水都大阪」のブランドの発信や新しい水辺の魅力をつ

くりだす“社会実験”として３日間の日程で開催します。 

 中之島公園、八軒家浜、水の回廊(市内５ヶ所の船着

場)を主会場に、市民参加事業など、五感で楽しんでい

ただく様々なプログラムを用意しています。 

お問合せ 

水都賑わい創出実行委員会 

℡:06-6282-5902 

＜昼のイメージ＞ ＜夜のイメージ＞ 

① 

② 
③ 



↑ 

きれいに仕

上がりまし

た。 
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 花・みどり･公園レポート 

 
 
 
 
 

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大阪府立桃谷高等学

校は、定時制のⅠ部(午

前)、Ⅱ部(午後)、Ⅲ部(夜

間)、通信制の昼間部と

夜間部の5つのコース

のある学校で、学ぶ生徒

も10代から80代まで、

幅広い年齢構成になっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

地域に住むグリーン

コーディネーターの比

嘉さんは、花と緑を通し 

て、世代を超えた生徒た

ちの輪が広まったらと 

の思いで、緑化ボランテ

ィア活動に取り組んで

こられました。 

取り組むきっかけは

1年前にさかのぼりま

す。比嘉さんが学校の前

を通る度に気になって

いた草だらけの空地が

ありました。 

 「この場所がきれいな

庭になったら、生徒さん

たちに喜んでもらえる

かな？」こんな思いで校

長先生に思い切って声

をかけてみたところ、 

 「ぜひ、こちらこそお 

願いします」との返事が

あり、先生、生徒の皆さ

んといっしょに花壇づ

くりを行い、今年の夏

は、ひまわりの花壇とし

て生徒たちに親しまれ

ています。 

また、花壇に隣接する

テニスコートで、夏の強

い日差しを少しでも遮

るため、琉球アサガオに

よる緑のカーテンづく

りも行いました。 

 7月16日には、みん

なが集まりやすい夕方

4時から比嘉さんの指

導の下、生徒の皆さんが

校門付近の花の植え付

けを行いました。 

 作業中は笑い声が絶

えず、先生も生徒も和気

あいあいで、汗を流しな

がら花を植え付けまし

た。 

「みんなが楽しく一

つになれるってすばら

しいでしょう。ずっと続

けたいです。」と語って

くれた比嘉さんの笑顔

が印象に残りました。 

 7月17日(日)、中大江

公園(中央区)で、日頃子

どもたちが楽しんでい

るクライミングスライ

ダー(石山)のペイント

が剥がれてきたので、地

域の子ども会とPTAの

皆さんといっしょに、ペ

ンキ塗りを行いました。 

 当日は、大人と子ども

合わせて45人が集ま

り、猛暑の中、汗だくに

なりましたが、楽しく 

作業を行い、約2時間で

きれいに仕上がりまし

た。 

その後、安全に公園遊

具を利用してもらうた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めに作成したパンフレ

ット「公園で楽しく安全

に遊ぼう」を使って説明

会を実施し、皆さん熱心

に聞いていただきまし

た。 

 「子どもたちの手でリ

フレッシュした遊具で 

元気いっぱい遊んでく

れたらうれしいです。」 

と参加者からの声も。 

今回のイベントを通

して、子どもたちを見守

る地域の皆さんの温か

さを感じました。 

５メートルを超えて、まだ生

長している琉球アサガオ 

みんなでていねいに植えつけました。 

熱心に説明する比嘉さん(左側) 

 

空き地をみんなで花壇に 

「こうやって塗るんだよ」「ハーイ」 

ルールを守って楽しく遊ぼう！ 

保護者が見守る中、子どもたちは

高いところもきれいにペイント 



私たちのまちを花いっぱいの美しいまちにしたい！そんな思いからはじまった 

「種から育てる地域の花づくり」は、大阪市のほぼ全区で取り組まれています。 

西成区は、平成16年にこの運動を最初にスタートした区で、現在では、グリ 

ーンコーディネーター５人・緑化リーダー40 人・地域ボランティアの皆さん約 

600 人が参加する組織にまで発展しました。 

組織の名称は、西成区のマスコットキャラクター「スーパーポンポコジャガピ 

ーにしなりくん」のジャガピーの名前をとって「にしなりジャガピー花の会」と 

名づけました。定例会には 15 地区の代表が集まり、毎月第１月曜日に開催しています。 

主な活動は、花苗を年間約8万株を育て、区役所周辺の花壇から駅前花壇や緑道に花を植え付けています。また、

区内全域の公共施設への花の供給も行っており、潤いのある美しい西成区のまちづくりに取り組んでいます。 

緑化ボランティア活動へのお問合せは、西成区総合企画担当(℡ 06-6659-9975)までどうぞ。 
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 「グリーンコーディネーター大阪」活動レポート（会員の皆さんから投稿していただいた活動内容を紹介）№10 

 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッカーチームのセ

レッソ大阪の練習場が

完備されている南津守

さくら公園を拠点に、

「南津守さくら公園花

壇ボランティア」が組

織されています。 
主な活動として、花

壇の維持管理や月1回

の公園の除草・清掃作

業を行っています。 
また、緑化活動を推

進するうえでの技術・技

能の習得を目的に、月 1

回「ステップアップ園芸

教室」(緑化講習会)も開

催してきました。 

このボランティア組

織には、隣接する「ふ

れあいの里(財団法人精

神障害者社会復帰促進

協会)」の職員や通所者

の皆さんも参加されて

おり、草花の栽培をは 

じめ園芸を通して地域

コミュニティがすくす

くと育っています。 

 花づくり広場に近い

天下茶屋駅周辺の美化

活動として、種花ボラ

ンティアの有志の皆さ 

んが、プランターを設置

して、ごみの不法投棄や

めいわく駐輪対策を進

めています。 

 プランターの花苗の

植え替えは、毎年地域の

小学生の子どもたちも

参加しており、ボランテ

ィアさんから美化活動

の説明を受けた子ども

たちは、町や地域を愛す

る気持ちの大切さを感

じ、熱心に作業を行って

くれています。 

大阪市内の街区公園では、市民ボランティアが公園の

一区画を借り受け、自ら花飾りをするとともに花壇の維

持管理を行う「ふれあい花壇」の取り組みが進んでいま

す。西成区では５ヶ所で実施しており、ボランティアグ

ループには、緑化リーダーのメンバーや公園愛護会を中

心とした地域住民の方々が入っており、種花運動で育て

た花苗は、この花壇にも供給されています。 
 

南津守さくら公園ふれあい花壇で

の花の植え付けのようす 

講習会の講師を行う緑化ボ

ランティアの皆さん 

みんな熱心に(ステップアップ

園芸教室) 

子どもたちといっしょにプラン 

ターに植え付け 



1日(水) 天王寺 
1日(水) 平 野 
2日(木) 東住吉 

3日(金) 阿倍野 
7日(火)  北 
7日(火) 東淀川 
7日(火) 住 吉 
8日(水)  港 
8日(水) 淀 川 

8日(水) 東 成 
 

8日(水) 鶴 見 
8日(水) 住之江 
9日(木) 福 島 
9日(木) 浪 速 

10日(金) 中 央 
10日(金) 生 野 
10日(金) 西 成 
15日(水) 都 島 
15日(水) 大 正 
15日(水) 城 東 

 

公園事務所名 電話番号（06） FAX 番号（06） 担当行政区等 

東部方面公園事務所 6941－1144 6943－6877 中央区（北部）、城東区、鶴見区（鶴見緑地を除く） 

真田山公園事務所 6761－1770 6761－1645 
中央区（南部）、天王寺区（天王寺公園を除く）、東成区、 

生野区 

西部方面公園事務所 6441－6748 6441－6797 福島区、此花区、西区 

港・大正公園事務所 6571－0552 6572―1663 港区（八幡屋公園を除く）、大正区 

南部方面公園事務所 6691－7200 6691－6976 阿倍野区、住吉区、東住吉区（長居公園を除く）、平野区 

北部方面公園事務所 6312－8121 6312－3403 北区、都島区（毛馬桜之宮公園のみ） 

十三公園事務所 6309－0008 6885－1591 西淀川区、淀川区、東淀川区 

城北公園事務所 6928－0005 6924－4209 都島区（毛馬桜之宮公園を除く）、旭区 

花博記念公園事務所 6912－0650 6913－6804 鶴見緑地 

6771－2740 6772－4633 浪速区、住之江区、西成区 
天王寺動植物公園事務所 

6771－8401 6772－4633 天王寺公園、天王寺動物園 

長居パークセンター 6694－9007 6696－7405 長居公園 

八幡屋スポーツパークセンター 6576－3460 6576－0080 八幡屋公園 

花とみどりの相談車「ひとり・ふたり･

みどり号」による緑化講習会のお知らせ

です。 

今月は下記の日程でお伺いします。 

時間はいずれも14:00～16:00です。 

（参加自由・無料、雨天決行） 

 

16日(木) 西淀川 
21日(火) 此 花 
21日(火)  旭 
22日(水)  西  

 天王寺動物園では、園内イベント「七夕祭り」の催しとして、動物

園でこんなこと・あんなことを体験してみたい『願い事叶えまっせ』

を募集し54人の応募がありました。 

 その中で「ペンギン・キリン・ゾウに餌をやりたい」「ヘビを首に巻

きたい」が選ばれ、旧暦の七夕の日に(今年は8月15日)選ばれた皆さ

んの願いを叶えたところ、貴重な体験に大変喜んでいただきました。 
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時間:14:00～16:00 

 

月1回、区役所ロビー、会議室等で開催。詳しくは

下記の各公園事務所までお問い合わせください。 

９月 ２日 東成区 南中本公園 

「秋バラを美しく咲かせる方法」 

９月 ７日 西区 新町西公園 

 「シクラメンの栽培管理」 

９月 9 日 住之江区 南港花のまち公園 

「ハンギングバスケットの作り方」 

9 月 14 日 東住吉区 長居公園 

 「シクラメンの栽培管理」 

9 月 16 日 大正区 鶴町中央公園 

 「クリスマスローズの栽培管理」 

9 月 21 日 東淀川区 豊里中央公園 

 「秋バラを美しく咲かせる方法」 

９月 28 日 東住吉区 平野白鷺公園 

 「シクラメンの栽培管理」 

9 月 30 日 浪速区 難波中公園 

 「秋植え球根の植えつけ方」 

 

７/27 晴明丘中央公園（阿倍野区）

での緑化講習会。 

7/14 住之江区役所での緑化相

談。グリーンコーディネーターの

坂口さんに協力いただきました。 

身近に見るとゾウの鼻は大きいぞう 

←「ペットショップで見るのと

大違い。とてもうれしいです。」 

←「体験して

ヘビがとても

かわいく感じ

ました。」 


